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南天の実

テナガエビで美味しく水質改善？！
　　　　 　「テナガエビで美味しく水質改善」って聞くと、ど
ういうこと？！と、少し驚かれたかもしれませんね。
　岡山県南に位置する児島湖は、1959 年（昭和 34 年）の完成以
来、県下最大の干拓地において水田農業近代化の先導的役割を
果たしてきましたが、流域の人口増加や産業の活性化などによ
り水質汚濁が進んでいます。
　現在、関係者の努力により水質はかなり改善してきたものの、行政目標である環境基準

（COD:5mg/L 以下など）を達成していないため、県では引き続き、下水道の普及や各種排水対策な
ど様々な施策を行っています。また当センターにおいても、児島湖に関する調査研究を継続的に行っ
ており、特に、本年度から３か年にわたり自然の浄化作用では分解されにくい「難分解性有機物等」
の実態把握に関する調査研究に取り組んでいます。詳細はセンターホームページをご覧ください。

　今回は、こうした従来からの取組に加え、県の環境部局（環境文化部環
境管理課）が行っている少しユニークな「テナガエビによる水質改善調査」
について紹介します。
　テナガエビは、熱帯・温帯の淡水域や汽水域に生息する文字どおり長い
脚が特徴の大型のエビで、水の濁りの原因となるプランクトンや有機物を
エサとして成長します。成長したテナガエビを水産資源として漁獲するこ
とで有機物などを湖外に持ち出すことになり、結果的に児島湖の水質改善
につながります。この調査では、児島湖内にテナガエビを増やすための魚
礁を設置して、その効果や耐久性などを検証しています。
　漁獲されたテナガエビは食材になります。実はテナガ

エビは高級食材として全国的に珍重されており、唐揚げや様々な料理に使われて
います。皆さんも美味しく食べて、児島湖の水質改善に貢献してみませんか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（水質科）

テナガエビの魚礁
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Ⓒ岡山県「ももっち・うらっち」
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環保研究リポート 岡山県内における水たまりのレジオネラ属菌調査

　１　はじめに
　レジオネラ症は、Legionella pneumophila（レ
ジオネラニューモフィラ）などのレジオネラ属
菌（写真１）によって起こる感染症で、主な感
染経路は、この菌を含んだエアロゾル（空気中
を漂う微細な粒子）の吸入とされています。主
な病型として、２～ 10 日の潜伏期の後に重症
の肺炎になる「レジオネラ肺炎」と、一過性で
自然に回復する「ポンティアック熱」があり、
レジオネラ肺炎では時に呼吸困難や意識障害等
の重篤な症状が現れ、命に関わることもありま
す。近年、患者数は全国的に増加傾向が見られ

（図１）、公衆衛生上注目すべき感染症の一つで
す。

　レジオネラ症の感染源は、これまでに判明し
ているものとして、衛生管理の不十分な入浴施
設や冷却塔、加湿器などが挙げられています。
レジオネラ属菌は土壌などの自然環境に広く生
息しており、これらが浴槽や冷却塔などの人工
的な水環境に侵入すると推察されます。また近
年、水たまりからレジオネラ属菌が分離され、
レジオネラ症の感染源になり得るのではないか
と考えられています。水たまりは身近に存在し
ているため、感染源となるならば、リスクが懸
念されます。
　そこで今回、レジオネラ属菌の自然環境での
生態調査の一環として水たまりに焦点を当て、
レジオネラ属菌の分布状況を調査するととも
に、レジオネラ症との関連について分析しまし
たので概要を紹介します。

　２　調査内容
　2019 年６月～ 2020 年１月及び５月～７月の
雨天の当日または翌日に、図２に示す県内 74
か所（地点番号１～ 71、A、B 及び C：県南部
58 か所、県北部 16 か所）で、写真２のような
アスファルト道路上に形成された水たまりを
採水し、レジオネラ属菌の分布状況調査を行
いました。なおＡ～Ｃは複数回採水した地点
です。また、パルスフィールドゲル電気泳動
法（PFGE 法）により、菌株間の遺伝的な異
同を推定し、水たまり分離株間の関連性を調
べました。さらに、同時期に県内で分離され
た患者由来の菌株（Legionella pneumophila

血清群１：10 株、血清群３：１株）と水たま
り分離株の関連性も調査しました。

　３　調査結果
　水たまりのレジオネラ属菌の分布
　74 か所の水たまりについて調査を行ったと
ころ、39 か所（52.7%）からレジオネラ属菌が
分離されました。採水地点数に違いはあるも
のの、県内 18 市町で採水を行い、うち 16 市
町で分離されたこと（図３）、また県北部と県
南部で分離率を比較しても、それぞれ 56.3%

（16 か所中９か所から分離）、51.7%（58 か所

写真１　レジオネラ属菌の集落
　　　　（GVPCα寒天培地）

図１　レジオネラ症患者数の推移
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中 30 か所から分離）と両者に大きな差はない
ことから、レジオネラ属菌は地域に関係なく
県内の水たまりに広く存在することが示され
ました。分離されたレジオネラ属菌は、その
ほとんど（84.8%）がLegionella pneumophila

で、分類方法のひとつである血清群別では、
血清群１が 30.7% と最も多く、次いで血清
群５が 20.6%、血清群３及び血清群不明が各
12.2% でした。

　図４に例を示すように、水たまりから分離
された同一血清群の Legionella pneumophila 
について PFGE 法により解析を行うと、複数
の地点、そして複数の市町の水たまり由来の
菌株間で一致又は類似した遺伝子型を示す組
み合わせが数種類確認されました。このこと
から、水たまりには遺伝的に近縁の遺伝子型
である多種類のレジオネラ属菌が広域に分布
している可能性が示されました。

　水たまり分離株と患者分離株の比較
　水たまり分離株と患者分離株について
PFGE 法で解析を行うと、水たまり分離株の
中に患者分離株の Legionella pneumophila 血
清群１の２株と遺伝子型が類似している菌株
があることが確認できました（図５）。両者間
で遺伝的な関連を示唆する組み合わせが見ら
れたことから、水たまりがレジオネラ症の感
染源となる可能性があるのではないかと考え
られました。

　４　まとめ
　水たまりには、遺伝的に近縁と考えられる
レジオネラ属菌が地域に関係なく広域に存在
することが分かりました。また、水たまり分
離株の中には患者分離株と類似する遺伝子型
が見られ、水たまりがレジオネラ症の感染源
となる可能性が考えられました。我々の生活
で身近にある水たまりが感染源となった場
合、どのような感染経路で感染が成立するか
など、まだまだ分からないことが多くありま
す。さらなる調査が感染対策や予防方法の確
立に必要で、今後の課題です。

（細菌科）
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未採水 

PPFFGGEE 法法ととはは  

菌の DNA を制限酵素で切断し、いくつにも断片化します。これ

を電気泳動するとバーコードのようなバンドパターン（遺伝子

型）が得られます。複数の菌株でパターンを比較することで菌

株の異同を推定する解析方法です。類似度 100％はパターンが

一致していることを示し、両者に遺伝的な関連性があるのでは

ないかと考えることができます。 

図３ 水たまりからのレジオネラ属菌分離状況

図４ 水たまり分離株の PFGE 解析例 

（Legionella pneumophila  

血清群１（上）血清群５（下））

図５ 水たまり分離株と患者分離株の PFGE 解析
（Legionella pneumophila 血清群１） 

図３　水たまりからのレジオネラ属菌分離状況（市町別）
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較しても、それぞれ 56.3%(16 か所中９か所から分

離)、51.7%（58 か所中 30 か所から分離）と両者

に大きな差はないことから、レジオネラ属菌は地

域に関係なく県内の水たまりに広く存在すること

が示されました。分離されたレジオネラ属菌は、

そのほとんど（84.8 %）が Legionella pneumophila

で、血清群別では、血清群１が 30.7 %と最も多く、

次いで血清群５が 20.6 %、血清群３及び血清群不

明が各 12.2 %でした。 

 

 

図４に例を示すように、水たまりから分離され

た同一血清群の Legionella pneumophila につい

て PFGE 法により解析を行うと、複数の地点、そ

して複数の市町の水たまり由来の菌株間で一致又

は類似した遺伝子型を示す組み合わせが数種類確

認されました。このことから、水たまりには遺伝

的に近縁の遺伝子型である多種類のレジオネラ属

菌が広域に分布している可能性が示されました。 
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水たまり分離株と患者分離株について PFGE 法

で解析を行うと、水たまり分離株の中に患者分離

株の Legionella pneumophila 血清群１の２株と

遺伝子型が類似している菌株があることが確認で

きました（図５）。両者間で遺伝的な関連を示唆す

る組み合わせが見られたことから、水たまりがレ

ジオネラ症の感染源となる可能性があるのではな

いかと考えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

水たまりには、遺伝的に近縁と考えられるレジ

オネラ属菌が地域に関係なく広域に存在すること

が分かりました。また、水たまり分離株の中には

患者分離株と類似する遺伝子型が見られ、水たま

りがレジオネラ症の感染源となる可能性が考えら

れました。我々の生活で身近にある水たまりが感

染源となった場合、どのような感染経路で感染が

成立するか（水たまりから発生する水しぶきを直

接吸い込む？など、まだまだ分からないことが多

くあります。）さらなる調査が感染対策や予防方法

の確立に必要で、今後の課題です。 
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菌の DNA を制限酵素で切断し、いくつにも断片化します。これ

を電気泳動するとバーコードのようなバンドパターン（遺伝子

型）が得られます。複数の菌株でパターンを比較することで菌

株の異同を推定する解析方法です。類似度 100％はパターンが

一致していることを示し、両者に遺伝的な関連性があるのでは

ないかと考えることができます。 
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PFGE法とは
菌の DNA を制限酵素で切断し、いくつにも断片化し
ます。これを電気泳動するとバーコードのようなバン
ドパターン（遺伝子型）が得られます。複数の菌株で
パターンを比較することで菌株の異同を推定する解析
方法です。類似度 100％はパターンが一致しているこ
とを示し、両者に遺伝的な関連性があるのではないか
と考えることができます。
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⑷　環保センターだより　第 34号　2023 年（令和５年）２月

　みなさんは「岡山県環境放射線等リアルタイム表示システム」をご覧になったことがあるで
しょうか？
　岡山県では、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構人形峠環境技術センター周辺の環境を
保全するため、昭和 54 年度から継続して環境放射線等の監視測定を行っています。人形峠環境技
術センターの前身は日本で最初のウラン開発の拠点であり、現在は、大型の核燃料加工施設の廃
止措置が日本で初めて行われている施設でもあります。施設は安全確保のため原子力基本法など
の様々な法律により規制されますが、さらに、県と鏡野町、原子力機構の３者間で環境保全協定
が結ばれていて、これらの法律や協定を基に測定を行っています。施設周辺に設置した３か所の
無人観測局で 24 時間連続して環境中の放射線等を測定しており、ホームページからその状況をリ
アルタイムで見ることができるのが「岡山県環境放射線等リアルタイム表示システム」です。
令和３年度にリニューアルしたこのホームページについて紹介します！

　ホームページでは最新の測定値を地図上に表示したり、放射線量の推移をグラフで見たりする
ことができます。気象条件によって値が変化している様子はなかなか興味深いですよ！上のグラ
フでは雨が降ると放射線量が少し高くなっているようですがなぜでしょう？理由はホームページ
に載っているのでぜひ調べてみてください！今回のリニューアルで、県内の放射線の状況がより
見やすくなりました。また、わかりやすい放射線についての説明や、関連サイト等の紹介もして
います。
　この機会に放射線に関する知識を深めてみてはいかがでしょうか。　　　　　　　　（放射能科）

今の放射線の量をご存知ですか？
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ホームページでは最新の測定値を地図上に表示したり、放射線量の推移をグラフで見たりすることができま

す。気象条件によって値が変化している様子はなかなか興味深いですよ！上のグラフでは雨が降ると放射線量

が少し高くなっているようですがなぜでしょう？理由はホームページに載っているのでぜひ調べてみてくださ

い！今回のリニューアルで、県内の放射線の状況がより見やすくなりました。また、わかりやすい放射線につ

いての説明や、関連サイト等の紹介もしています。 

この機会に放射線に関する知識を深めてみてはいかがでしょうか。            （放射能科） 
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 実は、変わったのはホームページだけではありません。それ

ぞれの観測局からの観測データは、環境保健センターの中央監

視局だけでなく、別の場所にある副監視局にも送られるように

なりました。副監視局には通常の送信網とは別に衛星回線でも

データの送信が可能となっていて、災害等不測の事態が発生し

た場合でも監視を継続することができるようになっています。

送られてきた観測データを監視局で受信、解析し、毎日異常が

ないか確認しています。 
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ンターの中央監視局だけでなく、別の場所にある副監視
局にも送られるようになりました。副監視局には通常の
送信網とは別に衛星回線でもデータの送信が可能となっ
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